
今
年
は
全
国
で
も
農
村

で
も
「
米
パ
ニ
ッ
ク
」
を

、

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

新
米
の
集
荷
競
争
が
過

熱
化
し
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が

わ
は
「

月
２
日
現
在
Ｊ

、
10

Ａ
へ
の
米
入
庫
数
量
が
前

年
比

・
７
％
の
状
況
、」

62

「
取
引
業
者
へ
の
安
定
供

給
に
支
障
を
き
た
す

令
」、「

和
７
年
１
月
を
目
途
に
概

算
金
の
追
加
払
い
を
検

討

「
Ｊ
Ａ
へ
１
俵
で
も

」、
多
く
出
荷
を
」
と
呼
び
か

け
る
チ
ラ
シ
を
、
７
日
付

で
組
合
員
に
配
布
し
ま
し

た
。

自
給
率
を
敵
視

「
米
パ
ニ
ッ
ク
」
を
引

き
起
こ
し
た
元
凶
は
、
歴

代
自
民
党
農
政
で
す
。

石
破
氏
は
、
農
政
で
は

「
自
給
率
を
政
策
目
標
に

し
て
は
い
け
な
い
」
と
、

自
給
率
向
上
を
放
棄
し
、

市
場
に
丸
投
げ
し
て
き
ま

し
た
。

総
裁
選
の
最
中
の
討
論

会
（
９
／

）
で
も
「
自
、

24

給
率
の
概
念
そ
の
も
の
が

問
題
」
と
述
べ
ま
し
た
。

農
相
当
時
の

年
、
米

09

価
が

㌔
７
５
０
０
円
ま

60

で
下
落
す
る
米
政
策
改
革。

案
を
発
表
し
て
い
ま
し
た

左
図
は
当
時
、
東
北
農

政
局
が

年
に
作
成
、
配

08

、

布
し
て
い
た
ポ
ス
タ
ー
で

。

農
業
つ
ぶ
し
の
証
拠
で
す
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」

、

米
パ
ニ
ッ
ク

の
元
凶
は

石
破
氏
と
自
民
党
農
政
に
あ
る

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

法
龍
大
権
現
の
森
（
昭
和
52

年
）

現
在
の
法
龍
大
権
現

法
龍
大
権
現
の
森

法
龍
大
権
現
神
社
を
、

村
人
た
ち
は
権
現
様
と
呼

ん
で
い
る
。

ご
本
尊
は
虚
空
蔵
菩
薩

こ

く

ぞ

う

ぼ

さ

つ

で
、
一
乗
院
（
現
当
主
半

澤
正
昭
さ
ん
）
が
守
護
職

で
あ
っ
た
。（

）、

文
政
５
年
１
８
２
２

宮
殿
建
立
の
奉
賀
帳
が
飯

ほ
う
が
ち
よ
う

鉢
忠
次
郎
家
（
現
当
主
藤

夫
さ
ん
）
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。

当
時
の
世
情
は
、
大
飢

饉
や
地
震
が
続
き
、
社
殿

建
立
に
８
年
間
に
わ
た
っ

て
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。

そ
の
範
囲
も
、
村
内
は
も

ち
ろ
ん
、
近
郷
近
在
か
ら

多
額
の
寄
進
で
あ
っ
た
。

特
に
、
須
走
村
、
十
文
字

村
、
野
田
村
（
野
田
目
、）

藤
島
下
町
、
中
町
、
常
万

、

。

村
大
野
村
が
目
に
つ
く

境
内
は
６
０
０

（
１

m2

８
０
坪
）
位
で
広
く
は
な

い
が
、
高
さ
１

位
の
土

ｍ

堤
で
囲
ま
れ
、
ブ
ナ
、
ダ

ケ
カ
ン
バ
、
ハ
ン
ノ
キ
、

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
笹
な
ど
が

生
え
て
い
て
、
庄
内
平
野

の
昔
を
偲
ぶ
原
生
林
で
あ

っ
た
。

境
内
入
り
口
に
沼
が
あ

り
、
年
中
水
枯
れ
す
る
こ

と
な
く
、
羽
黒
山
鏡
池
と

か
が
み
い
け

つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
た
。
そ
の
池
を
覆

う
よ
う
に
、
杉
の
大
木
が

斜
め
に
伸
び
て
い
て
、
こ

の
木
が
八
色
木
村
の
目
印

で
あ
っ
た
。

建
立
以
来
の
茅
葺
屋
根

か
や
ぶ
き

が
損
傷
し
た
の
で
、
昭
和

年
（
１
９
４
８
、
瓦
に

）

23葺
き
替
え
る
た
め
、
鈴
木

伝
五
右
衛
門
の
豊
女
さ
ん

（
玲
子
さ
ん
の
祖
母
、
鈴
）

木
彦
左
衛
門
の
峯
代
さ
ん

（
充
洋
さ
ん
の
祖
母
）
が

、

、

発
起
し
有
志
十
数
人
で

村
内
は
も
ち
ろ
ん
、
近
村

か
ら
も
寄
進
を
願
い
、
瓦

屋
根
に
改
造
し
た
。
こ
れ

を
契
機
に
、
女
性
達
が
権

現
講
を
組
織
し
、
毎
月
13。

日
を
祈
祷
日
と
し
て
い
る

こ
の
社
殿
は
、
昭
和
53

年
（
１
９
７
８
、
圃
場
整

）

備
の
時
に
八
色
木
バ
イ
パ

ス
造
成
に
よ
り
、
皇
大
神

社
境
内
に
遷
宮
し
た
。

権
現
森
整
地
の
際
、
白

蛇
が
多
数
生
息
し
て
い
た

と
言
う
。
夜
半
に
は
鳥
の

鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
の
を

覚
え
て
い
る
が
、
夜
鷹
で。

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

夜
鷹
は
、
カ
ラ
ス
位
の

鳥
で
、
灰
褐
色
、
カ
ラ
ス

に
似
た
鳴
き
声
。
昼
は
樹

枝
か
地
上
に
眠
り
、
夕
刻

か
ら
活
動
し
、
飛
び
な
が

ら
虫
を
捕
食
「
夜
歩
き
す

。

る
者
」
の
た
と
え
。

石破茂首相の「大義なき 「裏金疑惑隠し」の総選挙に審判を下し、」

日本共産党の躍進で政治を変えよう！

、

、

石
破
茂
首
相
は

月
９
日
解
散
し

日
公
示

10

15

日
投
開
票
の
総
選
挙
に
突
入
し
ま
し
た
。

27
新
政
権
発
足
か
ら
８
日
後
の
解
散
は
、
戦
後
最

短
。
野
党
は
こ
ぞ
っ
て
「
裏
金
疑
惑
隠
し
」
と
批

判
を
強
め
て
い
ま
す
。

石
破
茂
首
相
が
農
水
大
臣
（
２
０
０
８
年
９

月
～
２
０
０
９
年
７
月
）
だ
っ
た
当
時
、
東
北

農
政
局
が

「
米
の
作
り
す
ぎ
は
、
も
っ
た
い

、

な
い
！
」
と
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
配
布
し
た
。



複
式
学
級
は
、
２
つ
の

学
年
を
交
互
に
教
え
る
の

で
、
先
生
は
大
変
だ
と
思

わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
徒
に
と
っ

て
、
先
生
の
指
導
の
な
い

時
間
に
生
徒
同
士
が
学
び

合
う
こ
と
で
、
単
式
よ
り

も
自
己
教
育
力
が
高
ま
る。

と
い
う
結
果
が
あ
り
ま
す

学
年
が
違
う
の
で
「
同
、

じ
」
が
前
提
に
な
ら
ず
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
特

徴
が
認
め
ら
れ
や
す
く
な

る
。
違
い
や
多
様
性
が
受

け
入
れ
や
す
く
な
り
、
特

別
支
援
教
育
に
も
適
し
て

い
る
。
同
じ
学
年
同
志
の、

比
較
が
あ
ま
り
な
い
た
め

自
尊
感
情
の
低
下
が
起
こ

り
に
く
い
と
言
い
ま
す
。

複
式
学
級
を
経
験
し
た

先
生
は
、
生
徒
の
学
力
が

向
上
す
る
と
言
い
ま
す
。

教
育
先
進
国
で
有
名
な

オ
ラ
ン
ダ
の
イ
エ
ナ
プ
ラ

ン
教
育
は
、
３
つ
の
異
年

複
々

齢
の
グ
ル
ー
プ
で
「、

・

・

」
で
す
。

式
学
級

（
写
真
）
２
０
１
９
年
４

月
、
長
野
県
佐
久
穂
町
に

日
本
で
初
め
て
『
イ
エ
ナ

プ
ラ
ン
教
育
』
を
取
り
入

れ
た
小
学
校
が
設
立
。

誰
か
ら
何
を
言
わ
れ
て
変

わ
っ
た
ん
だ
。
こ
れ
で
国

民
に
信
用
回
復
を
お
願
い

す
る
ん
だ
っ
て
か
。

▲
「
解
散
総
選
挙
の
前
に

は
予
算
委
員
会
を
一
通
り

や
っ
て
、
こ
の
政
権
は
何

を
考
え
て
い
る
の
か
、
国

民
の
皆
様
に
示
せ
た
段
階

で
信
を
問
い
た
い
」
と
、

彼
は
至
極
当
然
・
当
た
り

前
の
事
を
。
そ
れ
が
、
や

っ
と
開
い
た
代
表
質
問
と

党
首
討
論
。
終
わ
っ
た
ら

解
散
と
来
た
ん
だ
。
テ
レ

ビ
で
流
れ
る
首
相
の
何
を

信
ず
れ
ば
い
い
ん
だ
？
こ

れ
で
は
尚
自
民
党
政
治
が

続
く
よ
う
事
は
あ
り
え
な

い
だ
ろ
う
が
サ
。

▲
こ
れ
で
「
信
を
問
い
た

い
」
っ
て
？

何
を
言
っ

て
ん
だ
「
ル
ー
ル
を
守
る

。

・
日
本
を
守
る
・
国
民
を

守
る
・
地
方
を
ま
も
る
」、

と
も
言
っ
て
い
た
ん
だ
が

何
を
守
る
と
言
っ
て
も
、

自
分
が
言
っ
た
事
を
守
れ

な
く
っ
て
何
を
言
う
か
。

こ
の
首
相
は
。
シ
ョ
ッ
パ

ナ
か
ら
こ
れ
じ
ゃ
ど
う
し

よ
う
も
な
い
人
だ
ナ
。
そ

れ
で
、
選
挙
を
や
る
ん
だ

ト
サ
。
こ
れ
は
開
き
直
り

で
は
？

▲
政
治
資
金
規
正
法
で
問

題
に
な
っ
た
、
た
っ
た
の

人
を
非
公
認
だ
っ
て
。

12そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
国
民
が

許
さ
な
い
。
だ
っ
て
、
裏

金
が
う
な
っ
て
い
る
人
を

公
認
す
れ
ば
、
党
か
ら
シ

コ
タ
マ
公
認
料
が
出
る
ん

だ
ろ
？
そ
れ
も
、
企
業
な

ど
に
た
か
っ
て
集
め
た
お

金
で
選
挙
か
い
。

▲
解
散
は
、
裏
金
隠
し
に

疑
惑
隠
し
で
逃
げ
切
ろ
う

。

。

と
い
う
も
の
許
せ
る
か

こ
ん
な
政
治
を
変
え
る
確

か
な
道
。
我
が
党
を
よ
ろ

し
く

ネ
（
石
川
）

。

ウ
ソ
つ
き
政
権
は
さ

ら
ば至極

当
然
で
ま
と
も
な。

事
を
言
っ
て
い
た
ん
だ
ヨ

そ
ん
な
言
い
方
は
、
首
相

に
な
る
前
も
党
の
中
で
は

注
目
さ
れ
て
い
た
部
分
が

あ
っ
た
と
思
う
が
。
し
か

し
何
だ
。
首
相
に
な
っ
た

ら
ま
る
っ
き
り
前
言
と
反。

対
に
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
の

東
田
川
史
跡
物
語

稲
作
改
良
碑
⑨

活
字
化
し
た
稲
作
改
良
碑
原
文

青
山

崇

小
中
一
貫
校(

義
務
教
育
学
校)

へ
の
疑
問
③

年
後
、

年
後
は
、
ど
う
な

10

20

る
の
で
し
ょ
う
か
？

疑問6自
立
の
三
川
町
は
「
産
、

業
団
地
４
期
造
成
」
に
着

手
し
、
住
宅
開
発
と
企
業

誘
致
が
進
ん
で
い
ま
す
。

藤
島
は
学
校
が
一
つ
で

通
学
は
不
便
。
若
い
世
代

が
住
み
づ
ら
く
な
り
、
さ

ら
な
る
人
口
流
出
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
せ
ん
か
？

年
後
、

年
後
、
若

10

20

い
世
代
が
不
足
し
て
い
る

た
め
、
医
療
や
介
護
が
追

い
つ
か
な
い
。
消
費
も
減

る
。
地
域
行
事
や
祭
り
、

共
同
作
業
な
ど
が
維
持
で

き
な
い
。
税
収
も
減
っ
て

財
政
も
悪
化
す
る
。
こ
う

し
た
未
来
が
心
配
で
す
。

複
式
学
級
を
、
否
定
的
に
考
え

て
い
ま
せ
ん
か
？

疑問7
稲
作
改
良
碑
碑
文

(

活
字
体)

東
至
比
月
山
西
南
踰
于
赤
川
北
限
于
最
上
河
坦
坦
平
野
村
落
碁
布
是
爲
羽
前
東
田
川
郡
稲
田
凡
萬
四
千

餘
町
膏
艘
而
民
富
然
自
古
耕
法
一
依
水
田
不
復
他
求
蓋
百
餘
年
来
有
一
二
事
乾
田
者
収
穫
極
多
而
費
力

亦
過
之
不
得
不
水
乾
三
年
相
換
焉
以
故
民
知
其
利
者
希
矣
明
治
十
七
年
縣
令
折
田
氏
巡
治
下
召
父
老
論

以
馬
耕
省
費
之
方
當
時
馬
耕
之
最
盛
無
如
福
岡
県
於
是
毎
郡
選
力
田
者
二
人
使
行
学
之
民
不
悦
事
遂
廃

焉
二
十
四
年
郡
長
相
良
氏
欲
継
其
緒
謂
近
来
国
用
年
多
而
穀
不
加
益
今
而
非
以
馬
耕
之
法
頼
乾
田
之
利

則
百
年
之
後
将
奈
斯
民
何
乃
與
諸
村
長
及
豪
農
謀
請
聘
教
師
官
乃
請
農
商
務
省
迎
島
野
嘉
作
君
為
稲
作

改
良
教
師
於
是
劃
一
郡
為
三
區
區
置
賓
習
田
以
教
子
弟
躬
推
黎
御
馬
泥
面
露
背
不
辞
寒
暑
至
撰
主
装
置

鋤
草
堆
糞
驅
蟲
之
法
偏
教
之
民
猶
未
信
之
相
誹
議
口
欲
以
南
国
之
法
規
諸
北
地
風
土
之
不
一
不
知
類
甚

矣
不
遽
放
之
全
郡
将
蕪
焉
悪
馨
満
野
君
聞
之
笑
曰
非
経
十
年
則
安
知
予
言
之
信
然
乎
不
顧
益
勤
蓋
西
南

諸
洲
地
狭
人
衆
尺
寸
之
土
無
不
稼
穡
一
歳
再
収
猶
憂
期
食
以
故
其
民
焦
心
苦
慮
明
栽
培
之
理
東
北
則
不

然
地
廣
人
寡
緩
耕
徐
転
足
以
支
一
歳
以
故
其
民
固
守
旧
習
不
好
新
法
勢
然
也
君
生
於
福
岡
県
筑
紫
郡
大

野
村
山
田
里
奉
職
於
勧
業
試
験
場
農
功
之
事
具
究
蘊
奥
夙
以
斯
業
之
普
及
為
己
任
是
其
所
以
千
里
應
聘

諄
諄
誘
液
教
而
不
倦
者
哉
越
三
年
子
弟
益
進
郡
吏
議
員
亦
皆
感
其
誠
議
為
郡
業
給
其
資
用
君
乃
請
郡
長

創
競
黎
会
賞
能
者
各
有
差
拳
卒
業
者
為
助
教
師
分
教
隣
村
而
従
教
之
村
連
歳
有
年
三
十
一
年
及
今
郡
長

関
原
氏
益
奨
央
其
業
於
是
乎
一
郡
靡
然
嚮
風
耕
黎
之
盛
為
県
下
第
一
今
滋
三
十
六
年
島
野
氏
任
満
将
還

郡
酬
其
勢
贈
以
千
金
郡
民
相
倶
謀
曰
我
郡
改
良
稲
作
整
理
耕
地
抑
雖
出
於
縣
令
之
意
而
頼
二
部
長
之
力

然
非
得
島
野
君
技
術
巧
妙
勤
勉
善
教
安
可
能
至
此
哉
此
其
功
徳
錐
百
世
不
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